
授業時間外の学修
【予習】学外研修先について事前学習において提示するので、関連情報を収集しまとめる（3.0時間）。
【復習】研修内容についてレポートをまとめる（3.0時間）。

授業の到達目標
社会人として、真摯な態度で学外研修に臨み、研修で学んだことを生かして、今後の勉学に努める姿勢を身に着ける
とともに、卒業後の進路について真剣に取り組み始めるようにする【態度・志向性の育成】。

授業概要

今年度の学外研修は、都城市、綾町および日南市の園芸・造園・自然環境関連の現場視察を通じて、受講生が今後
の勉学に努める必要性を確認するとともに、今後の進路について考えていくきっかけを与えるものとする【態度・志向
性の育成】。
なお、本研修については、生産現場における普及活動や品種育成などの試験研究業務に関する実務者経験を活かし
た研修を行う。
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事前学習については、本研修のために作成した資料を配付する。
学外研修については、上記視察先より提供していただく配布資料を使用する。

テキスト

学外研修中に受講者に対して質問を行い、
理解度を確認する。また、レポート作成によ
り、研修内容についてのフィードバックを行う
。

課題に対する
フィードバック

以下の項目に基づいて評価します。
 1）学習意欲（研修中）
 2）レポート評価方法

上記、視察先に関するホームページや新聞記事などを事前に参照すること

参考書

・学外研修中に飲酒など社会人としてふさわしくない行為が見られたときは履修を取り消します。また、対象は指定期
間中に履修申し込みを行った環境園芸学科2年生以上とする。備考

関連する科目

授業の進め方と方法

この研修では、農業生産現場や伝統的建造物群保存地区、自然環境施設などを訪問し、各機関の専門家による説明
を直接受けることができる【知識・理解の育成】。
学外研修前に事前学習を大学で行い、その後、3日間の学外研修を行う。
研修終了後は、研修内容についてレポートとしてまとめ、提出する【汎用的技能の育成】。

授業計画

一昨年度の授業期間は、事前学習が8月5日（月）、学外研修が9月18（水）から20日（金）の3日間で開催した。
研修先は以下の通りである（視察先の都合などにより研修先が変更になる可能性もあります）。
本年度も、一昨年度と同等の学外研修内容を検討して、提示する予定である。
ただし、コロナウイルスの感染拡大状況によっては中止もあり得る。

事前学習　8月5日（月）
・学外研修オリエンテーション
・協同農業普及事業について
事前学習として、学外研修の意義等について学びます。

1日目  9月18日（水）
①綾手づくりほんものセンター
②綾ユネスコエコパークセンター
③綾照葉大吊橋
綾町はユネスコエコパークに登録されており、この豊かな自然について学びます。

2日目  9月19日（木）
①九州沖縄農業研究センター都城研究拠点
②宮崎県総合農業試験場畑作園芸支場
③朝霧の里みやこんじょ（直売所ATOM）
④宮崎県北諸県農林振興局（北諸県農業改良普及センター）
⑤農業法人ベジエイト株式会社
農業生産現場等を見学し、各々の専門家から農業生産の現状等を学びます。

3日目　9月20日（金）
①勝目庭園（県文化財）及び五百?（いおし）神社の庭園
②重要伝統的建造物群保存地区である飫肥城周辺の視察
③豫章館（よしょうかん）・庭園
④日本棚田百選の坂元棚田
⑤道の駅　酒谷直売所
庭園や伝統的建造物群保存地区等を見学し、各々の専門家から今までの成り立ちや現状について学びます。
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